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01 下水道の整備方針

基本計画② 01

項 01 目 02予 算 事 業 名 会計コード 22 款 01

現 状 と 背 景

（ ど う し て ）

　整備から30年を超えた管路施設が老朽化しつつあり、施設の延命化を図る必要があります。国の支援制度を活用
し、下水道施設の点検・調査を行い、下水道長寿命化計画を策定し、管路施設の計画的な改築を進めるものです。地
震対策工事については、東海沖地震強化地域に指定されており、震度６強の地震が想定されています。重要な下水道
施設の耐震化を図る「防災」、被害の最小化を図る「減災」を組み合わせた総合的な地震対策推進をする必要があり
ます。

事業 30下水道長寿命化対策事業

目

的

対

象

受 益 者
（ 誰 の た め に ）

下水道計画区域内の市民

対 象
（ 直 接 働 き か け

る ）

第５次茅野市総合計画・前期事務事業評価シート（主要事務事業用） 06030502

事務事業名 下水道長寿命化対策事業 事業期間 年度 係内番号

【下水道事業会計】 整理番号

～ 2023 02

担 当 部 署 都市建設部 水道課 下水道整備係 連絡先 655

計

画

（

Ｐ

L

Ａ

Ｎ

）

政

策

番

号

05

基

本

計

画

体

系

項目 計画CD

下水道の整備方針

実行計画 12 複数の柱にまたがる事業下水道中期ビジョン（下水道事業特別会計）

施策の柱の名称
実行計画

の施策の

柱におけ

る指標と

の関連度

高
基本計画①

事 務 事 業 の 概要
（ 簡 潔 に わ か り や す く ）

　施設の老朽化が発生し、道路陥没等の事故が発生した箇所があり、事故の未然防止や限られた財源の中でライフサ
イクルコストの最小化を図るため、「下水道長寿命化支援制度」が国の事業として創設されています。当該事業は、
下水道施設の健全度に関する点検・調査結果に基づき「下水道長寿命化計画」を策定し、管路施設の延命化や耐震化
及び事故の未然防止を図るために、管渠更生工事とマンホール鉄蓋交換工事をを計画的に実施するものです。また、
地震対策工事として、既設管路の耐震化を計画的に実施するものです。

老朽化した下水道管の延命を図る。
下水道管の耐震化を図る。

意 図
（どんな状態にしたいか）

　下水道施設の延命化を図るため、老朽化した下水道施設の調査・点検結果を基に、長寿命化計画を策定し、計画的
な改築・更新を行い、下水道施設の健全化を図る。また、事故の未然防止及び限られた下水道事業財源の中でのライ
フサイクルコストの最小化を図る。

手 段 ・ 方 法

（ ど う や っ て）

管渠調査、長寿命化計画策定、管渠更生工事、管渠布設替工事、管渠修繕工事、マンホール蓋交換工事を実施。
管口の可とう化工事、マンホール浮上対策工事、管渠更生工事を実施。

評

価

指

標

の

作

成

活

動

指

標

行 政 が 活 動 す る こ と で 作 り 出 す も の 指 標 名 称 単 位 算出方法・計算式・目標値設定の考え方など 最終目標値

スムーズな事業の実施

変更

履歴

年間事業実施率 ％ 年間実施箇所／当初予定箇所 100

最終目標値

管渠の更新 管渠の更新延長 km 16

算出方法・計算式・目標値設定の考え方など

管渠の累積更新延長成

果

指

標

成果・効果は何？ 指 標 名 称 単 位

下水道施設の耐震 管渠の耐震化延長 km 17

変更

履歴

管渠の累積耐震化延長

実

施

状

況

（

Ｄ

Ｏ

）
項 目 単位 2018年度（H30） 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

事 業 費 等 (a) 円 60,064,139 177,429,000

県 支 出 金 円

国 庫 支 出 金 円 6,600,000 34,800,000

その他特定財源 円 47,244,419 109,509,000

地 方 債 円 6,219,720 33,120,000

実績 80

活
動
指
標

年間事業実施率

目標
％

100 100

一 般 財 源 円

財

源

内

訳

－　達成率 ％ 80.00 －　 －　 －　

目標
－

実績

実績

－　 －　

－

目標
－

－
達成率 ％ －　 －　 －　

実績 1

－　

成
果
指
標

管渠の更新延長

目標
km

16 16

達成率 ％ －　 －　 －　 －　

－　

管渠の耐震化延長

目標
km

17 17

実績

達成率 ％ 3.32 －　 －　 －　

1
達成率 ％ 3.18 －　 －　 －　 －　

備

考

施策の
柱CD

0302

0302

0000

計画名称

都市計画マスタープラン

都市計画マスタープラン



事務事業名 下水道長寿命化対策事業 事業期間 年度 係内番号～ 2023 02

担 当 部 署 都市建設部 水道課 下水道整備係 連絡先 655

項目 2018年度（H30) 2019年度 2020年度 2021年度

新年度の

実施計

画・予算

要求事項

（改革・

改善策）

事

中

評

価 課長評価日

2022年度

当年度開
始後、約
５ヶ月が経
過し、新た
に生じた問
題点や環
境の変化

成

果
翌年
度
方向
性

コスト

2022年度
成

果

指

標

分

析

（

変

動

要

因

）

管口の可とう化工事は、こ
れまで茅野市で実績のな
かった新たな工法であっ
た。そのため、今年度は、
小規模発注としたが、5カ
年計画の実現に向け来年
度は達成率を大幅に伸ば
していく。

　

事

　

後

　

評

 
価

（

Ｃ

Ｈ

Ｅ

Ｃ

K

）

項目 2018年度（H30) 2019年度 2020年度 2021年度

総

合

評

価

成
　
果

更新工事のマンホール鉄
蓋の交換工事について、
N=２６個の実施。
緊急路線内の既設マン
ホールの管口対策工につ
いて、N＝19箇所の実施。

課
　
題

長寿化計画と地震対策計
画で2つの計画を一元管理
し、両者の実施効果が効
率的に発揮できるよう、優
先順位を考え発注していく
必要がある。

拡充
翌々
年度
方向
性

成

果

コスト

最終評価年月日 2019年5月17日

作成担当者 加藤　利紗

改

革

・

改

善

の

方

向

性

（

Ａ

Ｃ

Ｔ

）

成

果

や

コ

ス

ト

の

方

向

性

の

内

容

及

び

改

革

・

改

善

策

昨年度計画した、長寿命
化計画（ストックマネジメン
ト）の実施は、３１年度から
工事発注をしていく。幹線
路線の工事となるため、流
量が多い路線であり水替
え等の仮設計画もコストに
大きく影響する。内容を十
分検討し、設計及び発注
する必要がある。

拡大

最終評価責任者 柳沢　昭弘



1

2

3

1

2

施策の
柱CD

0000

0302

0000

計画名称

都市計画マスタープラン

都市計画マスタープラン

達成率 ％ －　 －　 －　 －　 －　

備

考

目標
－

実績

達成率 ％ 100.00 －　 －　 －　

実績 100

－　

成
果
指
標

非基準外繰出金率

目標
％

100 100

達成率 ％ －　 －　 －　 －　

－　

－

実績

－　 －　

－

目標
－

－
達成率 ％ －　 －　 －　

達成率 ％ 100.00 －　 －　 －　

目標
－

実績

実績 100

活
動
指
標

基準内繰出金

目標
％

100 100 

一 般 財 源 円 720,000,000 755,000,000

財

源

内

訳

－　

その他特定財源 円

地 方 債 円

国 庫 支 出 金 円

実

施

状

況

（

Ｄ

Ｏ

）
項 目 単位 2018年度（H30） 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

事 業 費 等 (a) 円 720,000,000 755,000,000

県 支 出 金 円

成

果

指

標

成果・効果は何？ 指 標 名 称 単 位

変更

履歴

最終目標値

基準外繰出金ゼロ 非基準外繰出金率 ％ 100

算出方法・計算式・目標値設定の考え方など

(1-基準外繰出金/繰出金総額)×100

下水道区域内から排出される廃水

意 図
（どんな状態にしたいか）

諏訪湖に代表される公共用水域の水質保全、快適な生活環境の実現

手 段 ・ 方 法

（ ど う や っ て）

構成市町村から排出される汚水は、県が管理する豊田処理場に集約され、効率かつ高度な処理を行っています。
そのため、総務省の地方公営企業繰出基準に基づき、当該繰出金を予算計上し、下水道事業会計へ適切に繰出しを行
う。

評

価

指

標

の

作

成

活

動

指

標

行 政 が 活 動 す る こ と で 作 り 出 す も の 指 標 名 称 単 位 算出方法・計算式・目標値設定の考え方など 最終目標値

適切な繰出金

変更

履歴

基準内繰出金 ％ 当該年度分繰出金/基準に基づく繰出金 100

担 当 部 署 都市建設部 都市計画課 都市計画係 連絡先 532

計

画

（

Ｐ

L

Ａ

Ｎ

）

政

策

番

号

05

基

本

計

画

体

系

項目 計画CD

下水道の整備方針

実行計画 12 複数の柱にまたがる事業下水道中期ビジョン（下水道事業特別会計）

施策の柱の名称
実行計画

の施策の

柱におけ

る指標と

の関連度

高
基本計画①

事 務 事 業 の 概要
（ 簡 潔 に わ か り や す く ）

諏訪湖流域関連茅野市公共下水道事業として全市下水道化に向けて整備を進め、平成29年度末で、2,580.4haが整備
され供用されている。また、雨水浸水対策事業として上川右岸排水区管渠の整備を行っている。
これらの事業費のうち、下水道事業会計において、一般会計が負担すべき経費を総務省の地方公営企業操出基準に基
づき当該繰出金を計上している。（平成30年度下水道事業予算：約38億5,000万円）

第５次茅野市総合計画・前期事務事業評価シート（主要事務事業用） 06020101

事務事業名 下水道事業会計繰出金事務 事業期間 年度 係内番号

【一般会計】 整理番号

～ 01

01 複数の柱にまたがる事業

基本計画② 01

項 03 目 01予 算 事 業 名 会計コード 01 款 08

現 状 と 背 景

（ ど う し て ）

生活環境の改善と河川や湖の水質保全を図る目的で、昭和４６年３市１町を区域として諏訪湖流域下水道計画が決定
され、現在、３市３町１村に全体計画区域を拡大している。
茅野市においては、市街地の整備をほぼ終了し、今後は蓼科地区の下水道整備と、雨水浸水対策事業として上川右岸
排水区管渠整備事業を早急に進める必要がある。

事業 03下水道事業会計繰出金

目

的

対

象

受 益 者
（ 誰 の た め に ）

下水道区域内の住民

対 象
（ 直 接 働 き か け

る ）



担 当 部 署 都市建設部 都市計画課 都市計画係 連絡先 532

事務事業名 下水道事業会計繰出金事務 事業期間 年度 係内番号～ 01

最終評価責任者 岩﨑　研二

最終評価年月日 2019.5.17

作成担当者 黒澤　俊彦

改

革

・

改

善

の

方

向

性

（

Ａ

Ｃ

Ｔ

）

成

果

や

コ

ス

ト

の

方

向

性

の

内

容

及

び

改

革

・

改

善

策

茅野市下水道中期ビジョン
に基づき事業が展開され
ているが、下水道経営の
効率化・健全化のため、収
入と支出の適正化を図りな
がら、操出金に頼らない経
営基盤の強化をしていくこ
とが重要である。
諏訪湖流域下水道維持管
理負担金の見直しによる
増額、また、雨水浸水対策
事業（～2020年度）の実施
によりコストは拡大すること
になる。

拡大

拡充
翌々
年度
方向
性

成

果

コスト

課
　
題

安心で安全な暮らしの実
現に向けて、より一層、下
水道施設等の耐震化や老
朽化対策を進める必要が
ある。

　

事

　

後

　

評

 
価

（

Ｃ

Ｈ

Ｅ

Ｃ

K

）

項目 2018年度（H30) 2019年度 2020年度 2021年度

総

合

評

価

成
　
果

下水道未普及区域の整備
や整備済区域内の解消、
公衆衛生の向上、水環境
の保全等に貢献し快適な
暮らしの実現と持続に取り
組んでいる。

コスト

2022年度
成

果

指

標

分

析

（

変

動

要

因

）

総務省の地方公営企業繰
出基準内において、当該
繰出金を支出することがで
きている。

事

中

評

価 課長評価日

2022年度

当年度開
始後、約
５ヶ月が経
過し、新た
に生じた問
題点や環
境の変化

成

果
翌年
度
方向
性

項目 2018年度（H30) 2019年度 2020年度 2021年度

新年度の

実施計

画・予算

要求事項

（改革・

改善策）


